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本コンテストは、全国⽣涯学習フェスティバルにおいて催される事業のひとつです。同フェ
スティバルは、⽂部科学省等の主催によるものであり、本年は「まなびピア⿃取２００５」
という名称で、１０⽉９⽇（⽇）から１０⽉１５⽇（⼟）まで、⿃取市・⽶⼦市・倉吉市等
で開催されます。 
また、⾼等専⾨学校連合会の専⾨機関である⾼等専⾨学校プログラミングコンテスト委員
会の規約に基づき実施される事業です。なお、本委員会委員⻑は連合会会⻑の委嘱により主
管校校⻑となっております。 
 
はじめに 
全国⾼等専⾨学校第１６回プログラミングコンテストを開催します。本コンテストは⾼専
学⽣が、情報処理技術において優れたアイデアと実現⼒を競うものです。今⼤会は、課題部
⾨・⾃由部⾨・競技部⾨の３部⾨で競っていただきます。⾼専⽣の実⼒を世に問う絶好の機
会ともなりますので、⽇ごろのプログラミングの経験を⽣かして、⾼専学⽣ならではの独創
的なアイデアを練り上げていただくとともに、情報処理技術を駆使した⼤作に挑んでみて
ください。コンテストは予選と本選から構成されていますが、予選の選考には作品のアイデ
アが重視され、応募の段階では作品が未完成であっても構いません。 
本コンテストは、応募作品の発想の柔軟性やレベルの⾼さにおいて、関係各界から⾼い評価
を得ています。さらにNHK教育放送・総合放送でも⼤きく取り上げられるなど、効果的な
教育プロジェクトの⼀つとしても認められてきました。全国⾼専が参加するこのような⼀
⼤イベントに、積極的な応募をお待ちしています。 
本コンテストは、⽂部科学省をはじめとする多くの団体の共催・後援ならびに協賛いただい
た企業の⽀援により開催されています。また、本選での優秀チームには、⽂部科学⼤⾂賞が
授与されます。 
 
開催期⽇および会場 
1. 応募期間 
平成１７年５⽉２３⽇（⽉）〜 ５⽉３０⽇（⽉）必着 
応募⽅法等の詳細は応募要領(課題部⾨・⾃由部⾨、競技部⾨）をご参照ください。 



2. 予選（書類審査） 
期⽇ 平成１７年６⽉２５⽇（⼟）〜 ６⽉２６⽇（⽇） 
会場 東京都⽴⼯業⾼等専⾨学校（東京都品川区） 

3. 予選結果 
６⽉２７⽇（⽉）までにプロコン公式サイトにて公表する予定です。 
なお、学校宛に郵送にて通知します。 

4. 本選（詳細は予選通過者に別途連絡いたします） 
期⽇   平成１７年１０⽉９⽇（⽇）〜 １０⽉１０⽇（⽉） 
会場   ⽶⼦市 ⽶⼦コンベンションセンター（⿃取県⽶⼦市） 
主管校  ⽶⼦⼯業⾼等専⾨学校 

 
応募資格・募集部⾨ 
応募資格 
全国の国公私⽴⾼等専⾨学校に応募の時点で在籍する学⽣。ただし、競技部⾨への専攻科学
⽣の応募はできません。 
  
募集部⾨ 
各⾼専について以下のように募集します。 
課題部⾨  ２チーム以内  １チームの⼈数は ２〜５名 
⾃由部⾨  ２チーム以内  １チームの⼈数は ２〜５名 
競技部⾨  １チーム     １チームの⼈数は ２〜３名 
  
１チームにつき１作品を応募してください。なお、学⽣の重複登録は禁⽌します。つまり同
⼀学⽣が複数のチームに属することはできません。複数校の学⽣による応募は認めません。 
また、課題、⾃由部⾨における登録者に関して、応募時点からの変更は認めません。競技部
⾨に関しては、予選通過後の登録者の変更を認めます。ただし、指導教員の変更はできませ
ん。 
  
応募作品について 
パーソナルコンピュータやワークステーションなど（搬送可能なシステム）で実⾏可能なソ
フトウェアであり、本選にてデモンストレーションおよびプレゼンテーションができる作
品あるいは競技ができる作品を制作して応募してください。 
ただし、予選は書類審査ですので、システムのアイデアが固まっただけの状態でも応募でき
ます。つまり、予選通過後にシステムを完成しても構いません。 
 
 



審査⽅法 
本コンテストは予選・本選の２段階で実施します。予選・本選を通じて、⾼専⽣の豊かな創
造性を重視します。 
  
予選審査⽅法 
1. 予選は、応募要領に従って提出された PDF ファイルに基づいての書類審査としま

す。予選を通過したチームにより本選を⾏います。 
2. 予選審査は作品の独創性が重点的に評価されます。また、実現の可能性についても
重視されることを申し添えます。 

3. 課題部⾨については応募作品の内容がテーマに相応しいかどうかも審査に加味しま
す。 

4. 課題部⾨および⾃由部⾨では、両部⾨合計４０チーム程度が予選を通過します。各
部⾨において、半数程度は成績評価のみにより予選通過が決まり、残りの半数程度
は成績の他に同⼀⾼専の出場チーム数等を加味して予選通過が決まります。 

5. 競技部⾨の予選では、応募⽤紙に書かれた実現の⽅法とそのアイデアのおもしろさ、
実現の可能性によって評価します。 

  
本選審査⽅法 
1. 課題部⾨および⾃由部⾨では、プレゼンテーションおよびデモンストレーションを

総合的に審査します。審査の観点は、独創性・システム開発の技術⼒・有⽤性・操
作性・マニュアル作成能⼒・発表能⼒（ドキュメンテーション能⼒、プレゼンテー
ション能⼒）などです。 

2. 課題部⾨および⾃由部⾨のプレゼンテーションの部ではプログラムソースリストを
審査の参考にします。予選通過チームはプログラムソースリストを本選時に提出し
てください。 

3. 課題部⾨および⾃由部⾨のデモンストレーションの部では操作マニュアルを審査の
参考にします。予選通過チームは操作マニュアルを本選時に提出してください。 

4. 競技部⾨は、競技により勝敗を決定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 



表彰 
課題部⾨、⾃由部⾨においてそれぞれ次の賞を授与します。 
  

最優秀賞* １点（賞状および副賞） 

優秀賞 １点（賞状および副賞） 

特別賞 数点（賞状および副賞） 

*最優秀チームには⽂部科学⼤⾂賞が授与されます。 
  
  
競技部⾨において次の賞を授与します。 

優勝* １点（賞状および副賞） 

準優勝 １点（賞状および副賞） 

第三位 １点（賞状および副賞） 

特別賞 数点（賞状および副賞） 

*優勝チームには⽂部科学⼤⾂賞が授与されます。 
 
本選参加時の注意事項 
1. システムの完成度について 

本選に参加するチームは、予選通過時のアイデアを実現できるよう努⼒してくださ
い。予選通過時のアイデアが⼗分に実現されていない場合は、落選となる場合があ
るので注意してください。 

2. 交通費について 
本選に参加する場合の交通費・宿泊費は、全部⾨について主催者からは⽀給しませ
ん。なお、宿泊所は主催者で斡旋しますので、本選参加時に別途通知します。 

3. システム搬送について 
本選でのデモンストレーションおよび競技に必要なシステムの搬送は、搬送費⽤も
含め参加者側でお願いします。搬送⼿順の詳細については予選通過後に別途通知し
ます。なお、主催者でコンピュータ等の準備をすることはありませんので注意して
ください。 

4. デモンストレーションの展⽰スペースについて 
会場の都合で本選の展⽰スペースは、１システムについて原則的に幅 180cm、奥⾏



90cm 程度の机の上に制限されます。机を撤去してデモンストレーションを⾏うこ
とは可能ですが、主催者側で別の⼤きさの机を⽤意したりはしません。応募される
システムは机や参加者の椅⼦なども含めて、幅 
200cm、奥⾏ 150cmの範囲に置けるものとしてください。 

5. インターネットへの接続について 
デモンストレーション会場の課題部⾨⽤ブースに、１ポートのインターネット接続
⽤回線を提供する予定です。詳細はプロコン公式サイトで公開します。 

 


